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各科目をクリックすると、該当ページにジャンプします。 
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国語科「国語総合」シラバス 

 

 

    目  標 

 【学習指導要領】 

 

 国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像

力を伸ばし、心情を豊かにし、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図る態度

を育てる。 

到達目標に向けての

具体的な取り組み【

評価基準を念頭に置

いた指導の上の留意

点】 

 「国語総合」は必履修科目であるため、受講する生徒の学力の格差があると考えられる。そこで、まず、中学

時学習事項の復習も含め、基礎学力の定着を図る。その上で、様々な作品の優れた構成・表現とその効果につい

て学習することにより、自分の考えを的確に表現する力を養いたい。 
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 単元／章 

 

 

 

 

 

 

    学習項目 

 

 

 

 

 

 

              目標／学習活動 

 

 

 

 

４ 

 

未来をひら

く（随想１） 

ルリボシカミキリの青 ・筆者のものの見方や感じ方を読み取る。 

・毎日の生活で本当に大切なものは何かを考える。 海流ミクロネシア 

話す聞く スピーチする ・場面や目的に応じて効果的にスピーチする。 

 

５ 

 

 

ふれあう心 

（小説１） 

とんかつ ・表現の特色に注意しながら読み、小説に親しむ。 

・登場人物の境遇に注意しながら、心情を読み取る。 ドライ・クリーニング 

古文の世界

へ 

（古文１） 

児のそら寝 ・古文と現代文との違いを知り、古文を読む基礎を学ぶ。 

・説話のおもしろさを通して、古文の世界に親しむ。 用光と白波 

絵仏師良秀 

 

 

 

６ 

 

 

《前期中間考査》  

漢文に親し

む（漢文１） 

訓読の基本 ・漢文の特色を知り、きまりを理解する。 

・格言・故事を読んで、漢文の世界に親しむ。 格言／故事－３編 

現代を生き

る（評論１） 

未来をつくる想像力 ・評論の内容を的確に理解し、筆者の考えを読み取る。 

・現代社会の様々な問題点について考える。 無彩の色 

書く話す 

 

調査して発表す

る 

・得られた情報を検討し、根拠を明確にしてまとめる。 

・相手や目的に応じた方法を工夫して発表する。  

７ 

 

 

日々の思い 

（古文２） 

徒然草 ・古文の表現に慣れ、文章の内容を読み取る。 

・作者のものの見方や感じ方について考える。 枕草子 

《前期期末考査》  

 

 

 

９ 

 

 

 

ことばがひ

らく世界 

（詩） 

空をかついで ・詩に親しみ、詩を深く味わう力を養う。 

・比喩表現や、言葉のリズムのおもしろさを味わう。 

 

二十億光年の孤独 

冬が来た 

唐詩を味わ

う（漢文２） 

唐詩－八首 

 

・漢詩を繰り返し音読し、優れた表現に親しむ。 

・情景を読み取り、作者の心情を味わう。 

心の風景 

（小説２） 

羅生門 

 

・登場人物の心情や情景などを、読み味わう。 

・展開に即して、登場人物の心情の変化について考える。 
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５ 

２

５
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５  
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月 

 

 単元／章 

 

    学習項目 

 

              目標／学習活動 

 

 

 

1

0 

 

 

 

 

話す聞く 

 

討論する 

 

・論題について、論拠を明確にして意見を述べる。 

・目的に沿って、的確に聞き取る。 

・目的を決め、相手の立場を尊重し、工夫して話し合う。 

うたの心 

（古文３） 

 

折々の歌 

 

 

・人々に親しまれてきた詩歌を、表現の特色に注意して読み味わう。 

・詩歌に表れたものの見方、感じ方の伝統を知る。 

つながりを

生きる 

（随想２） 

待つということ ・個性的なものの見方や感じ方にふれ、豊かな感受性を養う。 

・社会や自然の中で生きる人間についての理解を深める。 里山物語 

 

 

 

 

 

 

 

りんごのほっぺ 

話す聞く・ 

書く 

意見文を書く ・話題について検討し、根拠を明確にして意見を述べる。 

・論理の展開や構成を工夫し、考えを文章にまとめる。 

・書いた文章について話し合い、考え方を豊かにする。 

論語のこと

ば 

（漢文３） 

論語八章 

 

・孔子の学問・人間・政治の在り方についての考えをとらえる。 

・孔子の思想を通して、ものの見方考え方を豊かにする。 

珠玉のうた 

(短歌･俳句) 

その子二十 ・短歌･俳句に親しみ、その世界を読み味わう。 

・短歌・俳句の形式・リズム・表現方法を理解する。 春嵐や 

 

 

1

2 

 

 

《後期中間考査》  

古人の生き

方(古文４) 

伊勢物語 ・登場人物の行動や心情を表現に即して読み味わう。 

・古人の生き方や考え方を知り、物語を楽しむ。 平家物語 

生を支える

もの 

（小説３） 

沖縄の手記から 

 

・小説を読んで、登場人物の考え方や生き方について考える。 

・極限状態における人間の姿について深く考える。 

 

１ 

 

 

話す聞く・ 

書く 

情報を読み取る 

 

・多様なメディアから、情報を的確に読み取る。 

・読み取った情報を多角的に比較してまとめる。 

・読み取ったことをもとに、考え方について話し合う。 

史話を楽し

む 

（漢文４） 

史話三編 

 

・話の展開に即して、内容を理解する力をつける。 

・登場人物の生き方や考え方を読み取り、史話のおもしろさを味わう。 

 

 

２ 

 

 

 

 

自分を見つ

める 

(評論２) 

 

美しさの発見 ・文章構成や展開を確かめて評論を読み、筆者の主張を読み取る。 

・当然だと思うことを、改めて深く考える。 真の自立とは 

話す聞く 

 

実用文について

考える 

 

 

・文章の表現上の特色に注意して読む。 

・文章の内容や表現上の工夫を確認し、書き手の意図をとらえる。 

・自分の考えを深めるために話し合う。 

《後期期末考査》  

 







4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

日本国憲法と
現代の世界

戦後世界と日本 占領政治で日本はどう変わったのか考察する。

朝鮮戦争で日本はどう変わったのか考察する。
サンフランシスコ平和条約 平和条約をめぐってどんな動きがあったのか考察する。
新日米安全保障条約 新安保反対運動はなぜ盛り上がったのか考察する。
高度経済成長と公害 東京オリンピックの頃生活はどう変わったのか考察する。
ヴェトナム戦争と沖縄 沖縄の日本復帰はどう実現したのか考察する。
低成長への転換 高度経済成長はなぜ終わったのか考察する。

バブル崩壊と政界再編 １９９０年代の日本はなぜ大きく変わったのか考察する。
２１世紀の世界と日本 ２１世紀のアジアの中で日本はどんな役割を果たすのか考察する。

　【後期期末考査】 　＊考査を通じ、学習の成果を確認する。

経済大国と国民生活

日本国憲法と民主教育 新憲法を生み出した力はなにか考察する。
戦後改革の転換 松川事件の背景はなんだったのか考察する。
経済復興と再軍備

経済大国化は日本の社会をどう変えたのか考察する。
世界の変動と国際関係 日本の大国化とともに国際関係はどうなったのか考察する。
湾岸戦争後の世界と日本 冷戦の終わりで世界は平和になったのか考察する。

第１次世界大戦に日本はなぜ参戦したのか考察する。
第１次世界大戦後の世界 五・四運動はどのようにたたかわれたのか考察する。
　【前期期末考査】 　＊考査を通じ、学習の成果を確認する。
日本資本主義の成長 どのようにして成金はうまれたのか考察する。

「大東亜共栄圏」とはどのような世界か考察する。

戦後アジアと日本・アメリカ アジア諸国民は戦後をどう迎えたのか考察する。

太平洋戦争

侵略戦争への序幕 幣原協調外交はなぜ否定されたのか考察する。
満州事変と「満州国」 日本はなぜ孤立の道を歩んだのか考察する。
日中戦争 日本軍は中国で何をしたのか考察する。

米騒動と社会運動 大戦後どのような社会運動がおこったのか考察する。

重工業の発達と財閥の成立 日本の財閥はいつ頃発達したのか考察する。
欧米文化と伝統文化 近代文化はどのように発展したのか考察する。

大日本帝国の
展開

朝鮮の植民地化 大韓帝国はどのようにして廃滅されたのか考察する。
大正デモクラシー 誰が桂内閣を倒したのか考察する。
第１次世界大戦

大正デモクラシーと文化 大正期の文化はどのようなものか考察する。
普通選挙法と治安維持法 大正デモクラシーの限界は何か考察する。

戦争末期の国民生活 本土決戦体制はどのように準備されたのか考察する。
日本の敗戦 １５年戦争は何をもたらしたのか考察する。
　【後期中間考査】 　＊考査を通じ、学習の成果を確認する。

第２次世界大戦と日本 どのようにして国民を戦争に動員したのか考察する。
戦時下の学問と文化 戦争は文化をどのように圧迫したのか考察する。

経済の激変で、民衆はなぜたちあがったのか考察する。

産業革命と社会問題 産業革命は何をもたらしたのか考察する。
日露戦争 村や町の忠魂碑は何を物語るのか考察する。

大日本帝国憲法の制定 憲法をなぜドイツに学んだのか考察する。
初期議会と日清戦争 日本は朝鮮・台湾をどのように侵略したのか考察する。
条約改正と日英同盟 条約改正が実現した背景を考察する。

蘭学と国学の普及 どのような学問・思想が各地に普及したかを考察する。
開国と社会の変動 黒船は幕藩体制をどう揺るがしたのか考察する。
尊皇攘夷から倒幕へ 薩摩藩と長州藩はなぜ手を結んだのか考察する。
明治維新と新政府の成立

大日本帝国の
誕生

異国船の接近と幕藩体制の動揺 漂流民大黒屋光太夫はなぜ帰国できたのか考察する。

年貢半減はなぜ実現しなかったのか考察する。
文明開化と復古 文明開化は暮らしをどう変えたのか考察する。
地租改正と富国強兵 新政府は民衆に何を求めたのかどうか考察する。
新政府の近隣外交 なぜ日本は朝鮮を開国させたのか考察する。
民権思想と国会開設運動 自由民権運動はどう広まったのか考察する。
私擬憲法と政党の結成 国民はどのような憲法を求めたのか考察する。
　【前期中間考査】 　＊考査を通じ、学習の成果を確認する。
松方財政と秩父事件

私たちの時代
と歴史

運動会の歴史
「運動会の歴史」をテーマに自ら調べることの意味をとらえ、レポート作成を通して歴
史的思考力を養う。

東アジアとの交流 前近代の日本と東アジアの交流を学習し、近現代史学習の準備をする。

月 単元／章 学習項目 目標／学習活動

　到達目標に向けての
　具体的な取り組み
【評価基準を念頭に置いた
　指導の上の留意点】

日本前近代の歴史をふまえ、近現代史 を事実に基づき把握し、歴史の構造とその変化を理解する。
歴史を現代の課題と関連して主体的に学び、歴史的思考力を養う。
日本の歴史を世界の動きと関連して把握し、国際社会に生きる日本人としての自覚と資質を身につけ
る。

地理歴史科「　日本史Ａ　」シラバス

目　　標 我が国の近現代の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付け，現代の諸課題に着目し
て考察させることによって，歴史的思考力を培い，国際会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。【学習指導要領】









4

5
資源循環型社会

脳死と臓器移植

6
自由と幸福

7

民政治のしくみと課題

9

10 政治機構と国会
行政権と行政機能の拡大
公正な裁判の保障
地方自治と住民福祉
政党政治と選挙制度
世論と政治参加
経済社会の変容
市場のしくみ
現代の企業
国民所得、経済成長と国民の福祉
経済成長と国民の福祉
金融の役割
日本銀行の役割
税制の役割と租税
日本の財政の課題
日本経済の歩み(1)
日本経済の歩み(2)
中小企業と農業

12 消費者問題、公害の防止と環境保全
労働問題と労働者の権利
今日の労働問題
社会保障の役割
国際政治の特質
国際連合と国際協力

1 第二次世界大戦後の国際社会
人権･民族問題
軍拡競争から軍縮へ
国政平和と日本の役割

貿易と国際収支

外国為替市場のしくみ
第二次世界大戦後の国際経済
今日の国際経済
発展途上国の諸課題

2 国際協力と日本の役割,WTO体制と発展途上国

公民科「　現代社会　」シラバス
目標
【学習指導要】

人間の尊重と科学的な探求の精神に基づいて、広い視野に立って、現代の社会と人間についての
理解を深めさせ、現代社会の基本的な問題について主体的に考え公正に判断するとともに自ら人
間としての在り方生き方について考える力の基礎を養い、良識ある公民として必要な能力と態度
を育てる。到達目標に向けての具体

的な取り組み
【評価基準を念頭に置い
た指導の上の留意点】

生徒が興味関心をもって意欲的に授業に取り組むことができる教材を精選する。タイムリーな視
聴覚教材を使って生徒に考え、発表させる機会をつくる。基礎的知識・理解が定着するように、
定期考査などを工夫する。

月 単元／章 学　　習　　項　　目 目標／学習活動

１わたしたちの生
きる社会第１章地
球環境問題

破壊される地球(1） 地球環境問題の現状について理解させ、これらが身近な問題である
ことに気づかせる。破壊される地球(2)

地球環境問題への取り組み

第2章資源･
エネルギー
問題

かぎりある資源 資源・エネルギーの利用において国家間の利害が衝突している現状
を認識させる。エネルギーの開発と利用

人口問題と食料・水資源

第3章生命科
学と情報技
術の課題

現代医学が問う生死のあり方 生命科学や情報技術の発達と、それらがどのような課題をもつか考
える。

遺伝子技術と生命
高度情報化社会と情報倫理

２現代の社
会と人間第1
章自分らし
く生きる

青年期とは 青年期の意義と自己形成の課題について考察させ、青年としての生
き方を自覚させる。自己形成の課題(1)

自己形成の課題(2)

職業生活と社会参加

第2章人間と
してよく生
きる

哲学と人間 先哲の思想や宗教の意義に触れ、人間としていかに生きていくべき
かを考察させる。宗教と人間、科学と人間

中間考査

先哲の思想や宗教の意義に触れ、人間としていかに生きていくべき
かを考察させる。

人間性の回復と主体性の確立
他者の尊重

法の支配と法の意義･役割

世界のおもな政治制度

２現代の社会と人
間第1章自分らしく
生きる現代の民主
政治と日本国憲法
第1章現代国家と民
主政治

民主政治の基本原理 世界の主な国の政治体制を比較しながら理解させ、主権者としての
参政のあり方について考えさせる。

第3章日本人とし
ての自覚

古代日本人の思考 日本人の古代からの伝統的な思想と外来思想の特徴について理解す
る。外来思想の受容と伝統

市場経済のしくみや金融の役割、財政の役割を理解し、日本の財政
の課題について考えさせる。

人権の広がりと公共の福祉
平和主義と我が国の安全、今日の防衛問題

第3章日本の
政治機構と
政治参加

民主政治のもとでの国民主権のあり方と法に関する基本的な考え方
を身に付けさせる。

日本国憲法の基本原則と政治機構、民主政治における世論形成と政
治参加を理解させ、民主政治にける主体的な人間のあり方を考えさ
せる。

第2章日本国
憲法の基本
的性格

４国際社会
と人類の課
題

主権や国際政治、国際経済などの諸問題を理解させ、国際社会にお
ける日本の役割や日本人の生き方を考えさせる。

近年の雇用や労働の動向を考察させる。

社会保障制度の意義や役割を理解させ、医療・介護・年金などの保
険制度の現状と課題を理解させる。

第2章日本経
済の特質と
国民生活

戦後日本経済のあゆみを概観させる。

中間考査

期末考査

第2章国際経
済の動向と
国際協力
共に生きる
社会をめざ
して

社会権と参政権･請求権

期末考査

自由に生きる権利

日本国憲法の制定

平等に生きる権利

日本国憲法の基本原則と政治機構、民主政治における世論形成と政
治参加を理解させ、民主政治にける主体的な人間のあり方を考えさ
せる。

貿易、国際収支の仕組みを理解させ、国際協力における日本の役割
を考えさせる。

３現代の経
済社会と国
民生活第1章
現代の経済
社会



4
青年期の課題と自
己形成

5

6

国際社会に生きる
日本人の自覚

7

9

10
現代を生きる人間
の倫理

11

12

1
現代の課題を考え
る

地域社会

2

日本に取り入れられ展開した仏教や儒教の基本的な内容を歴史的背景
を関連して理解する。

西洋の近代思想の受容の仕方や西洋の近代思想と日本の伝統思想をど
のように統合しようとしたかについて、代表的な先哲の思想家と行動
に焦点をあてて理解する。

日本国憲法の原則と戦後思想の動向、国際社会での日本人の貢献につ
いて理解する。

少子高齢社会における家族関係の特質について理解し、その課題につ
いて考える。

現代の特質を今の状況を捉えなおしながら理解する。ルネサンス、合
理主義思想、啓蒙思想の特徴を思想家の言葉をもとに理解する。

環境問題、豊かさのあり方、人類の福祉について考える
期末考査

目　　標

【学習指導要領】

差別と偏見のない社会のあり方について考え、マザーテレサやボラン
ティア等の活動をもとに社会参加と奉仕について理解する。

生命科学の発達と生命倫理の課題について理解する。

  人間尊重の精神に基づいて，青年期における自己形成と人間としての在り方生き方について理解
と思索を深めさせるとともに，人格の形成に努める実践的意欲を高め，生きる主体としての自己の
確立を促し，良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

  古今東西の先哲の思想のことばを読んだり絵画や写真を視聴したりして基本的な内容を理解す
る。授業での学習物（ノート、レポート、ワークシート等）と定期考査によって学習の意欲・態
度・表現・理解を評価する。

到達目標に向けての具体的な取り組み
【評価基準を念頭に置いた指導の上の留意
点】

人間としての自覚 宗教のとらえ方について考え、キリスト教、イスラーム、仏教などの
基本的な内容を理解する。

美しいものへの感動について理解させ、芸術の意義について考えさせ
る。

｢おのずから｣の働きや風土、島国｢むら｣、八百万の神など、古くから
の日本人のものの考え方、宗教観、倫理観について、具体例をもとに
理解する。
期末考査

情報社会の特質について理解し、その中で生きるわたしたちの課題に
ついて考える。

文化と宗教が混ざり合っていることを具体的にとらえ、多文化主義と
自民族中心主義の考え方を理解する。

月

青年期の位置づけや青年期の特徴について自らの経験を取りあげなが
ら理解する。

「人間とは何か」の問いや哲学することについて考え、ギリシャの思
想、中国の思想の基本的な内容を理解する。
中間考査

日本人の精神風土

芸術と人間

民主社会の倫理

人間の尊厳

外来思想と日本の伝統

文化と宗教

環境、国際平和と人類の福祉

自然や科学技術と人間のかかわり

情報社会

民主社会の成熟のために

家族

生命

公民科「　倫理　」シラバス

青年期の意義

青年期の課題と生き方

哲学と人間

地域社会のコミュニティの実態を理解し、その課題について考える。

新たな人間像の模索

国際社会にいきる日本人の自覚

西洋思想と日本人の近代化

ヘーゲルの人倫の思想、功利主義、社会主義思想、プラグマティズム
の思想の基本的な内容を理解する。
中間考査

現代の実存哲学、フランクフルト学派、構造主義の思想の基本的な内
容を理解し、主体性の回復をもとめる現代の潮流について考える。

近代の機械的自然観に対して、自然との調和を図る自然観、日本的な
自然観について理解する。

単元／章 学習項目

宗教と人間

青年期の課題を主体性の確立、自己理解をもとに考え、幸福と生きが
いのあり方について自ら考える。

目標／学習内容



4 現代の政治

5

6 中間考査

7

9

期末考査

10 現代の経済

11

12

1

現代社会の
諸課題

2

　新聞記事などの資料を読んだり具体的な時事に関するビデオを鑑賞することで、現代の諸
事象を理解し、課題について考えさせる。授業での学習物（ノート、レポート、ワークシー
ト等）と定期考査によって評価する。

公民科「　政治・経済　」シラバス

民主政治の基本原理

日本国憲法の基本原理

日本の政治機構

月 単元／章 目標／学習内容学習項目

目　　標

【学習指導要領】

到達目標に向けての具体
的な取り組み【評価基準
を念頭に置いた指導の上
の留意点】

　広い視野に立って，民主主義の本質に関する理解を深めさせ，現代における政治，経済，
国際関係などについて客観的に理解させるとともに，それらに関する諸課題について主体的
に考察させ，公正な判断力を養い，良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

社会契約説の考え方を理解し、法の支配の歴史、現在の民主主義の特徴、世界の
主な政治体制について理解する。

現代の資本主義経済

国民経済と国際経済

資本主義経済の特徴とその発達の歴史、経済思想のあゆみについてりかいする。

現代の国際政治の動向や国際関係を理解し、環境エネルギー問題の課題や日本の
役割について考える。

期末考査

国会、内閣、裁判所、地方自治のしくみについて基本的な理解を深める。

世論とマスコミ、選挙、政党政治と政治参加のあり方について理解を深める。現代政治の特質と課題

日本国憲法の成立過程や基本原理について理解する。

現代の国際政治

経済援助のあり方やその歴史的経緯、現状について理解する。パレスチナ問題な
ど国際紛争の現状を理解し、その解決へ向けて必要な方策を考える。

少子高齢社会における諸問題を理解し、社会保障のあり方について考える。

若者と取りまく労働環境、雇用環境の現状を理解し、近年のそれらの変化にどう
対応するかを考える。

環境にやさしいエネルギー、化石燃料を含めた持続可能なエネルギーの利用のあ
り方について考える。

国際社会の諸課題

福祉社会と日本経
済の課題

公害、消費者問題、農業・食糧問題、労働問題、社会保障と福祉に関する日本の
状況について理解し、その課題について考える。

日本社会の諸課題

現代経済のしくみ

日本経済の発展と
産業構造の変化

貿易、国際経済における日本の役割について考える。

三つの経済主体と経済活動の流れ、市場経済における需給関係、景気変動と物
価、金融政策、財政政策について理解し、経済の諸問題を考える。

高度経済成長からバブル経済破綻後の経済状況まで理解し、日本経済の今後の課
題について考える。

中間考査



4

5

前期中間考査
6

7

前期期末考査
10

11

後期中間考査
12

1

2 課題学習

後期期末考査

数学科「数学Ⅰ」シラバス

目　　標
【学習指導要領】

　数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察す
る能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

到達目標に向けての具体的な取り組み
【評価基準を念頭に置いた指導の上の留意点】

 　生徒の学力には個人差があるため、個々の生徒の理解に応じた内容、問題の精選、進度に留意する。生徒各自が少しでも数学Ⅰに対
して関心を深めることができ、さらに高い知識、技能の修得を目指すよう指導する。各単元で精選した重要事項、重要問題、基本的計算能
力の向上の徹底を図る。

1章　数と式
1節　整式

1　文字を使った式 文字を含んだ式の約束を確認し，正しく文字式を扱うことができる。

月 単元／章 学習項目 目標／学習内容

2　整式
単項式，単項式の次数，係数，多項式，項，定数項，整式，同類項，整式の次数，n次式など，式についての用語の意味を理解し，整式を整理するなかで，式について
の見方を豊かにする。

3　整式の加法・減法 整式の加法・減法の仕組みを理解し，それらの計算ができる。

4　整式の乗法 指数法則，単項式の乗法について理解し，さらに分配法則を用いて整式を展開することができる。

5　乗法公式 乗法公式について理解し，乗法公式が利用できる。また，式の一部を1つの文字に置き換えて考えるなど，見通しをもって整式を展開することができる。

6　因数分解
分配法則や乗法公式を逆に用いて因数分解することについて理解し，因数分解の公式が利用できる。また，式の一部を1つの文字に置き換えて考えるなど，見通しを
もって因数分解することができる。

問題

3節　方程式と不等式 1　1次方程式 1次方程式について理解し，1次方程式を解くことができる。

2節　実数 1　数の分類 自然数，整数，有理数，無理数の意味を理解して，それらを区別できる。さらに，実数について理解するとともに，数を拡張することに興味をもつ。

5　不等式の利用 1次不等式を利用して，文章題を解決することができる。

2　根号を含む式の計算 根号を含む式の基本的な計算をすることができる。また，分母の有理化について理解し，それを活用する能力を伸ばす。

問題 問題演習によりその節の内容の復習・確認を行う。

2　不等式 不等号の意味を理解し，数量の大小関係を不等式で表すことができる。

3　不等式の性質 不等式を調べることによって，不等式の性質を理解する。

4　不等式の解き方 不等式の性質を用いて不等式を変形し，解くことができる。

2　2次関数とそのグラフ

6　2次方程式とその解き方 2次方程式について理解し，平方根の考え，因数分解，解の公式を用いて2次方程式を解くことができる。

問題

具体的な事象から，2次関数の概念を理解して，2次関数のグラフの特徴を学び，そのグラフをかくことができる。また，変形し，そのグラフを利用できる。

問題 問題演習によりその節の内容の復習・確認を行う。

2節　2次関数の値の変
化

1　2次関数の最大値・最小値 2次関数の最大値・最小値についてグラフを利用して理解し，それらの値を求めることができる。また，それを利用して文章題を解決することができる。

2章　2次関数
1節　2次関数とそのグ
ラフ

1　関数 関数の概念の理解を確実にし，また，1次関数のグラフをかくことができる。

3章　三角比
1節　鋭角の三角比

1　三角形 相似な三角形の性質を理解し，辺の長さを求めることができる。また，三平方の定理を理解し，直角三角形の辺の長さを求めることができる。

2　2次関数のグラフと2次方程式
2次関数のグラフと2次方程式の解の関係を理解し，グラフとx軸の共有点のx座標を求めることができる。また，式の見方を豊かにするとともに，グラフを活用することのよさ
を認識する。

3　2次関数のグラフと2次不等式 2次関数のグラフと2次不等式の解の関係を理解し，グラフを利用して2次不等式を解くことができる。

問題

2　タンジェント 直接測ることができない長さなどを，相似な直角三角形の辺の比を使って求めることを通して，正接の意味を理解する。

3　サインとコサイン 正弦，余弦の意味を理解する。また，30°，45°，60°の三角比の値を求めることができる。

4　三角比の利用
三角比の表の利用の仕方を学習し，三角比の表を活用して三角比の値を求めることができる。また，三角比を利用して具体的な場面の問題を解くことにより，三角比の有
用性を認識する。

5　三角比の相互関係 三角比の相互関係について理解し，1つの三角比の値から他の2つの三角比の値を求めることができる。また，90°－Aの三角比の値を求めることができる。

問題

座標を用いて三角比を考え，鈍角や0°，90°，180°まで拡張した三角比の意味を理解する。

5　三角比の相互関係 角が鈍角の場合も，三角比の相互関係が成り立つことを理解する。また，180°－θの三角比の値を求めることができる。

2節　三角比の応用 1　三角形の面積 与えられた辺の長さと角の大きさから，三角形の面積を求めることができる。

6　鈍角の三角比と計量
角が鈍角の場合も，三角形の面積の公式，正弦定理，余弦定理が成り立つことを確認する。また，空間図形において，その中に含まれる三角形に着目し，三角比や定
理等を有効に活用して，計量の問題を解決することができる。

問題

4章　集合と論証
1節　集合と論証

1　集合 部分集合，全体集合，補集合，共通部分，和集合などの集合の表し方，用語，記号を，図を用いて理解し，記号を使って表すことができる。

2　正弦定理
三角形の角の正弦の値と対応する辺の長さとの関係，さらに外接円の半径との関係を調べて，正弦定理を理解するとともに，図形の計量の際に正弦定理を有効に活用
することができる。

3　余弦定理 三角形の角の余弦の値と辺の長さとの関係を調べて，余弦定理を理解するとともに，図形の計量の際に余弦定理を有効に活用することができる。

4　三角比と座標

2　命題と集合 命題の真偽と反例を考えることができる。また，必要条件，十分条件，必要十分条件の意味を知り，さらに図表示による包含関係と関連づけて理解する。

3　命題と証明 命題の逆，対偶について理解し，対偶を利用した証明法や背理法による証明法を学び，論理的な思考力を養う。

問題

5章　データの分析
1節　データの分析

1　データと度数分布表 データの特徴をとらえやすくするために，度数分布表，ヒストグラム，相対度数分布表に表すことができ，データを整理する有用性に気づく。

2　代表値 データの特徴を1つの数値によって表せることを理解し，それを平均値，中央値，最頻値などの代表値で表すことができる。

3　散らばりぐあいを表す値
データの分布の特徴を表す値として，代表値だけでは不十分であることから，中央値をもとにした四分位数，四分位範囲を理解する。また，それを箱ひげ図に表すことが
できる。

4　分散と標準偏差 データの分布の特徴を表す値として，代表値だけでは不十分であることから，平均値をもとにした分散，標準偏差を理解し，それを求めることができる。

紙の大きさと黄金比
最も売り上げが高くなる値段
は？
富士山はどこから見える？
ホットコーヒーとアイスコーヒーの
売れ方

5　相関関係 2つの変量の組の値を散布図に表すことによって，2つの変量の相関関係が調べられることを理解する。

6　相関係数 散布図による相関関係を相関係数により数値化し，相関の強さが表せる有効性を認識する。

問題





10

11

1

2

物質の三態変化、及びそのときの熱の出入りについて、原子・分子の熱運動の立場から理解する。

物体にはたらく重力について学ぶ。

物体が落下する際の運動の特徴及び物体にはたらく力と運動の関係について理解する。

エネルギーにはさまざまな形があること、ほかのエネルギーに形を変えること、また、エネルギーの
形が変化しても、その総量は変化しないことを学ぶ。

電気エネルギーは、私たちの生活を支える重要なエネルギーの形であることを理解する。

α線、β線、γ線などの放射線の特徴と、その利用及び安全性について理解する。

導線を流れる電流の大きさは、導線の長さや断面積、材質によって異なることが分かる。

現代の社会生活のなかで、電磁波がさまざまな形で利用されていることを学ぶ。

２編
さまざまな物
理現象とエネ
ルギー

中学校の学習を発展させ、力学的エネルギーの保存の法則について、仕事と関連させて理解する。

中間考査

音に限らず、身のまわりには多くの波動現象が存在することに気付き、波の現象についての基本的な
性質や表し方を理解する。

仕事について、移動の向きを考慮に入れて仕事を求められるようにする。仕事の原理と仕事率につい
て理解する。

中学校での学習を発展させ、位置エネルギーについて理解する。

流体中にある物体に流体からはたらく力について理解し、浮力を定量的に扱えるようにする。

中学校での学習を発展させ、運動エネルギーについて理解する。

8
9 弾性力がはたらくときの力学的エネルギーや、力学的エネルギーが保存されない場合などについて理

解する。

単元／章

中学理科との関連を考慮しながら、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を図り、科学的な思考力や判断力を育
成する。また、身近な生活や社会と関連させながら実験・観察などを行うことで、物理学の関心を高めるとともに、
探求の能力・態度を習得させるよう努める。

物体の運動から、静止摩擦力と動摩擦力について学ぶ。

身近な物理現象について、物質量の測定と表し方、分析の手法を学ぶ。また、物体の運動の基本的な
表し方のついて、直線運動を中心に理解する。

運動の三法則を理解する。

物体が直線上を運動する場合の加速度を理解する。

月 指導／学習内容

理科「　物理基礎　　」シラバス

【学習指導要領】

物理学が日常生活とどのように関連しているかを知り、物理学の基本的な原理・法則を理解し、科学的な見方や考え
方を身に付けるとともに、探究する能力や態度を養う。

物体に様々な力がはたらくことを学び、物体にはたらく力のつり合いを理解する。

期末考査

到達目標に向けての具体的
な取り組み
【評価基準を念頭に置いた
指導の上の留意点】

目　　標

コイルと電磁石を用いた実験などを通して、電磁誘導、及び発電のしくみを理解する。

ブラウン運動などの観察を通して、原子や分子の熱運動と温度との関係を定性的に理解する。

帯電体どうしが及ぼし合う静電気力の観察などを通して、帯電は電子の過不足によって生じること、
回路を流れる電流の正体は移動する自由電子の流れであり、電流の大きさは単位時間に導線の断面を

指導／学習項目

熱

波

電気

エネルギー

波形を表す用語、振動のようすを表す用語を学習する。また、波の速さと振動の関係について理解す
る。

中間考査

熱量、熱容量、比熱、及び熱量の保存について理解し、熱を定量的に扱えるようにする。

音の高さ、大きさ、音色について、波形との関係を理解する。また、音が伝わる速さや、うなりにつ
いて考察し、音が波として伝わることの理解を深める。

気柱の共鳴、弦の振動及び音波の性質を理解する。

電流による発熱のしくみを知り、電気エネルギーの消費と、電圧や電流との関係を理解する。

電気ブランコの観察や、簡単なモーターの制作などを通して、電流が磁界から力を受けること、ま
た、モーターがこの力を利用して物体を動かすことを知る。

4
5

6
7

直線運動の世界

力と運動の法則

仕事とエネルギー

仕事とエネルギー

期末考査

12

１編
物体の運動と
エネルギー



4 序編 化学と人間生活

5 １編 物質の構成

6

7

9

10 ２編 物質の変化

11

12

1

2

中間考査

中学理科との関連を考慮しながら、基本的な概念の形成を図るとともに、科学的な思考力や判
断力を養成する。
身近な自然の事物・現象の中から事例を取り上げ、観察、実験を通して理解を進めるととも
に、科学的に調べる能力や考える態度を育成する。

前期期末考査

純物質・混合物の性質を学び、分離と精製を考える。

原子の構造と元素の周期表

電子殻と最大収容電子数、電子配置、価電子について理解する。

物質の成分と構成元素

成分としての元素について学び、元素記号や周期表について理解する。

食糧の確保・食品の保存・洗剤などに化学の成果が活かされていることを理解する。

原子の構造、原子番号、質量数について理解する。

単元／章

目　　標

【学習指導要領】

到達目標に向けての具体的な取り
組み【評価基準を念頭に置いた指

導の上の留意点】

月

物質の製造

化学的な事物・現象についての観察、実験などを行い、自然に対する関心や探究心を高め、化
学的に探究する能力と態度を育てるとともに、基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的
な自然観を育成する。

目標／学習内容

金属の利用の歴史から、物質について学ぶ学問としての化学に興味を持つ。

学習項目

セラミックス・プラスチック・繊維など身近な生活と化学の関係を考える。物質の利用

元素の周期律と周期表について理解する。

水素イオン濃度とｐＨの表し方について理解する。

イオンのでき方とイオン結合について理解する。

分子式、組成式、電子式、構造式について理解する。

後期期末考査

原子量・分子量と・式量について学び、物質量の考え方を理解する。

溶液の濃度について理解する。

酸と塩基の性質を学び、定義を理解する。

イオン化傾向について理解する。

塩の分類や水溶液の性質について理解する。

酸化剤と還元剤について学ぶ。

化学反応式の書き方を学び、量的関係についても考える。

理科「　化学基礎　」シラバス

酸と塩基

酸化還元反応

中間考査

物質と化学結合

酸と塩基

物質量と化学反応式

中和滴定について理解する。

酸化と還元を酸素・水素・電子について理解する。

化学結合

共有結合による分子の形成について理解する。

金属と金属結合のでき方について学ぶ。

物質の三態と状態変化について考え、熱運動と絶対温度について理解する。

中和反応と塩の生成について理解する。

金属と金属結合のでき方について学ぶ。



気温と降水量の違いによって、地球上には様々なバイオームが成り立つことを理解する。

ミトコンドリアと葉緑体の起源

１章　生物の
特徴
１節　生物の
共通性と多様
性
2節　細胞とエ
ネルギー

２章　遺伝子
とその働き
１節　遺伝情
報とＤＮＡ
２節　遺伝情
報の分配

期末考査

ゲノムとは何かを理解し、遺伝子の本体がDNAであることを知る。

生体防御には自然免疫と獲得免疫があり、マクロファージや樹状細胞、リンパ球などが関わっていることを理解する。

ＤＮＡ研究の歴史

細胞の構造と働き

12

生物と環境のかかわり4章　生物の多
様性と生態系
１節　植生と
遷移
２節　気候と
バイオーム

光合成

ホルモンによる調節

自律神経とホルモンによる
調節

生体防御と免疫

自然免疫のしくみ、獲得免疫の
しくみ、ヒトと免疫

人間生活と生態系の変化
環境の保全

人間生活と環境の変化

遷移と極相

中間考査

植生とその構造

酵素

中間考査

細胞分裂とＤＮＡ

ＤＮＡの構造

３節　遺伝情
報とタンパク
質の合成

8
9

呼吸

多様な生物とその祖先

単元／章

中学理科との関連を考慮しながら、基本的な概念の形成を図るとともに、科学的な思考力や判断力を育成する。
身近な生活と関連させながら実験・観察を行い、探求の方法を習得させるよう努める。

学習項目

理科「　生物基礎　」シラバス

生物や生物現象への関心を高め、観察・実験などを通して科学的に探究する能力と態度を育てるとともに、基本
的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な自然観を養う。

到達目標に向けての具体的
な取り組み
【評価基準を念頭に置いた
指導の上の留意点】

目　　標

【学習指導要領】

原核生物から真核生物が誕生した過程を細胞内共生説から学ぶ。

自律神経系による調節

ゲノムと遺伝子

月 学習内容

タンパク質合成

遺伝子の発現

３章　生物の
体内環境とそ
の維持
１節　体内環
境
２節　体内環
境の維持のし
くみ
3節　免疫

遺伝子とタンパク質

３節　生態系
と物質循環
４節　生態系
のバランスと
保全

生態系のバランス

10
11

4
5

6
7

バイオームの分布

1
2

期末考査

生態系

エネルギーの流れと物質循環

体内環境と恒常性、体液とその
働き、体液の調節～腎臓と肝臓
～

細胞では、必要とするタンパク質が発現するよう遺伝子によって調節されていることを理解する。

生物は形態や生殖などのさまざまな特徴を持ち、多様性があることと共通する特徴があることを学ぶ。

細胞が独自の機能をもついろいろな細胞小器官から成り立っていることを理解する。

生物の体内では、常に代謝が行われ、エネルギーの移動が伴うことを学ぶ。

酵素はタンパク質からできており、触媒として働き、様々な生命現象と関わっていることを理解する。

光合成は光エネルギーを化学エネルギーに変換して無機物から有機物を合成する反応であることを学ぶ。

現在のゲノム研究につながる過去のDNA研究について把握し、どのようにしてDNAが遺伝情報を担っている物質であるとわかったかを理解する。

代謝とエネルギー

呼吸は有機物からエネルギーを解離して、ATPを生成する反応であることを知る。

生態系とは、生物と非生物的環境を一つのまとまりとしてとらえたものであることを知る。

生態系では、物質循環とともにエネルギーが流れていることを理解する。

生態系のバランスは常に変動していること、また変動しても回復する復元力をもっていることを理解する。

DNAの構造は、互いに相補的な鎖からなる二重らせん構造をしており、四つの構成要素からなることを理解する。

体細胞分裂時の染色体の状態、細胞周期とDNA量の変化を理解する。

生体のタンパク質は遺伝子によりアミノ酸配列が決定されることで合成されることを理解する。

タンパク質の合成は、DNA→ｍRNA→アミノ酸の順序で行われることを理解する。

地球を一つの生態系とみた場合、人間もその構成員となり、人間が環境に影響を与えていることを知る。

生態系を変化させている人類は、環境を保全していかなければならないことを学ぶ。

セキツイ動物では、体液によって体内環境を一定に保っていることを知る。

自律神経系では、交感神経と副交感神経が対抗的に働き器官の働きを調節していることを学ぶ。

ホルモンは、内分泌腺でつくられ、血液により標的器官へ運ばれ作用することを知る。

恒常性には、自律神経がホルモンとともに重要な役割を果たしていることを理解する。

生体内には病原菌などの異物を認識し、排除して体内環境を保つしくみがあることを理解する。

陸上にはさまざまな植生があることや森林には階層構造があることを学ぶ。

植物の生活と環境との間にどのような関わりがあるか把握する。

陸上の植生は、つねに一定ではなく、時間をかけて移り変わっていく過程を理解する。



陸上競技

10 体育理論

5
6
7
9

保健体育科　「体育(男子)」シラバス

体育理論

各種の運動の合理的な実践を通して、運動の技能を高め運動の楽しさや喜びを味わうことができるようにするととも
に、体の調子を整え体力の向上を図り、公正、協力、責任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる資
質や能力を育てる。【学習指導要領】

短距離走、長距離走

バスケットボール
（雨天時）

サッカー

ソフトボール

5

目　　標

学習項目

4

必履修と単位修得について

スポーツの歴史、文化的特性、現代のスポーツの特徴など

出欠・見学・けがなどについて

単元／章

体ほぐしの運動
体力を高める運動

身体の様々な部位を動かすことで心地よさや楽しさをあじわう。　　自己のねらいに応じて体力の向上
を図る。

個人での目標を持った克服型トレーニングや集団によるチームワークなどを重点的に時間をかけて指導
する。あまり指導しすぎないように留意し、自ら楽しむことによる小さな成長を本人自身が実感できる
よう配慮する。

オリエンテー
ションと体育
理論

到達目標に向けての具体的
な取り組み
【評価基準を念頭に置いた
指導の上の留意点】

卓球

バレーボール

体育理論

オリエンテーション

各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにすると共
に、体の調子を整え、体力の向上を図り、チームワークの必要性を自然に実感してもらう。

月 目標／学習内容

効果的な学習の仕方、スポーツライフの設計の仕方など

体つくり運動

10
11
12
1
2

球技

基本的には前期同様であるが、課題をそれぞれのレベルにあわせて設定し、少しでも克服する楽しさを
味わうことができるよう留意する。

バスケットボール

バドミントン

球技



10 体育理論

バレーボール
ソフトボール

体育理論 効果的な学習の仕方、スポーツライフの設計の仕方

○自己の興味や適性に応じて種目を選択する。
・種目の特性を理解し、個人の能力を把握する。
・ゲームを通して、その種目の楽しさを味わいながら、個人の課題を設定しその解決に向けての練習を工夫する。
・ゲームの企画や運営・審判を行う。

現代的なリズム
のダンス
創作ダンス

11
12
1
2

月

10
11
12

　
バドミントン
卓球
ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

○　ダンスの特性を理解し、思い切り全身を動かしたり、リズムよく活動したりして、楽しさを味わう
　・グループごとにテーマを設定し、作品を創作する。
　・作品の発表をする。ダンス

球技

・種目の特性を理解し、個人やチームの能力を把握する。
・ゲームを通して種目の楽しさを味わいながら、個人や チームの課題を設定し、その解決に向けての練習を工夫す
る。　　                                            ・ゲームの企画や運営・審判を行う。

・身体の様々な部位を動かすことで心地よさや楽しさをあじわう。
・自己のねらいに応じて、体力の向上を図る。

体育理論 スポーツの歴史、文化的特性、現代のスポーツの特徴など

持久走
5
6

6
7
9

4

体ほぐしの運動
体力を高める運動

単元／章

体つくり運動

オリエンテー
ションと体育
理論

陸上競技

球技

保健体育科　「体育(女子)」シラバス

オリエンテーション

到達目標に向けての具体的
な取り組み
【評価基準を念頭に置いた
指導の上の留意点】

各種の運動の合理的な実践を通して、運動の技能を高め運動の楽しさや喜びを味わうことができるようにするとともに、体の調子を整え体力の
向上を図り、公正、協力、責任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。

学習項目 目標／学習内容

必履修と単位修得について　出欠・見学・けがについて

各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにすると共
に、体の調子を整え、体力の向上を図り、チームワークの必要性を自然に実感してもらう。

【学習指導要領】

目　　標



 

保健体育科 「 保健Ａ 」シラバス 
 
 

    目  標 
 【学習指導要領】  

 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯
を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる。 

到達目標に向けての具

体的な取り組み   

【評価基準を念頭に置

いた指導の上の留意点】 
 

・健康や安全に関心を持ち、自ら健康で安全な生活を実践出来るようにするた
め生活習慣病や感染症など現代が抱えている身近な問題を多く取り上げ、意欲
を喚起する。 
・健康・安全についての基礎的な事項を理解し、知識を身につけるために、個
人生活や社会生活が抱えている身近な問題を多く取り上げテーマを設定する。 

 

  

月 

 

 

 単元／章  

 

 

    学習項目   

 

 

       目標／学習活動 

 

４

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

５

月 

 

 

 

 

 

 

 

健康の考え

方 

保健の授業について 

・国民の健康水準と健康

疾病構造の変化 

・健康の考え方と成り立

ち 

・健康に関する意志決定

や行動選択 

･健康に関する環境づく

り 

保健学習の意味と学習の見通し 

・健康の考え方は、健康水準や疾病構造とともに変化してきており、主

体と環境の相互作用の下に成り立っていることを理解する。 

・健康の保持増進には、個人の適切な意志決定や行動選択及び環境づく

りがかかわることを理解する。 

健康の保持

増進と疾病

予防 

 

 

 

 

 

 

 

・生活習慣病と日常の生

活行動 

･喫煙、飲酒と健康 

･薬物乱用と健康 

 

 

 

･感染症とその予防 

 

 

・生活習慣病についての理解を深める。 

・喫煙と飲酒は生活習慣病の要因になること。薬物乱用は行ってはなら

ないこと。それらの対策には、個人や社会環境への対策が必要であるこ

とについて理解する。 

・感染症の発生や流行における違いおよびその予防について理解する。 

 

  

 

 

 

 

６

月 

 

 

６ 

月 

 

 

 

 

 

７ 

月 

 

 

 

９ 

月 

精神の健康 

 

 

 

 

 

･欲求と適応機制 

･心身の相関 

･ストレスへの対処 

･自己実現 

 

 

・様々な欲求があることを理解する 

・精神と身体には密接な関連があることを理解する。 

 

 

 中間考査 

 

・授業評価を実施 

 

交通安全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応急手当 

 

 

･交通事故の現状 

･交通社会で必要な資質

と責任 

 

･安全な社会づくり 

 

 

 

 

 

･応急手当の意義 

･日常的な応急手当 

･心肺蘇生法 

・交通事故を防止するには、法的な整備、施設設備の充実、車両の安全

性の向上などの対策が必要であることを理解する。 

・災害に対する安全な社会づくりとして法的な整備、施設設備、災害情

報が把握しやすい環境の整備などの対策が必要であることを理解する。 

・応急手当は、傷害や疾病の悪化を軽減できることや、速やかに行う必

要があることを理解する。 

 

・応急手当は、傷害や疾病の悪化を軽減できることや、速やかに行う必

要があることを理解する。 

期末考査  ・授業評価を実施 

 



   

 

               

 

 

  

 

 

 

   



音楽科「音楽Ⅰ」シラバス 
 
 

    目  標 
 【学習指導要領】 

音楽の幅広い活動を通して、音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を 
高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばす。 

到達目標に向けての具体的

な取り組み【評価基準を念

頭に置いた指導の上の留意

点】 
 

音楽についての総合的な理解を深め、主体的な学習態度を育てるため、適切 
な課題を設定して学習することがで来る機会をもうけ、学習活動のまとめの 
到達点において、生徒自身の自己評価や教師の評価を伝える。それにより生 
徒自身が目標達成度を知る。そしてそれが更なる学習の動機付けになるよう 
配慮する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
月 
 
 
 

  
 
 
 単元／章  
 
 
 

 
 
 
    学習項目   
 
 
 

 
 
 
       目標／学習活動 
 
 
 

 ４ 
 
 ５ 
  
 ６ 
 
 
 
  
 ７ 
 
 
 ９ 
 
 

歌唱 
 
 
 
 
 
 

声の世界１ 
 
 

椰子の実 浜辺の歌 他 
 ・日本語の発音を意識しながら歌う 
 ・母音の口の開け方に注意しながら歌う。 
 ・発声の方法について考える。 

西洋音楽の歴史 
声の世界２ 

西洋音楽の流れ 
Caro mio ben 
O sole mio ほか 
 ・外国の歌に親しみ、文化の違いを意識する。 
 ・歌詞の意味と音楽を意識しながら歌唱する。 

 
 
 
前期末テスト 
 
 

四季の歌 
 ・季節を意識しながら歌に親しむ。 
 

歌唱による発表 
 ・感じたものを意識しながら歌う。 

ミュージカル 「ザ・サウンド・オブ・ミュージック」 
 ・あらすじを意識しながら部分的に鑑賞する。 

１０ 
 
 
１１ 
 
 
１２ 
 
 
   

１ 
 
   

２ 

 
 
舞台芸術 
     
     
     
     
     
  
音楽理論 
 
 
 

ミュージカル 
 

 ・音楽と物語の関係について考える。 
 ・劇中の音楽の効果について考える。 
 

オペラ 「ラ・ボエーム」 
 ・ミュージカルとオペラについて考える。 
 ・音楽の効果について考える。 
 

歌舞伎 歌舞伎の歴史としくみ 
 ・ミュージカル、オペラとの共通点について考える。 
 ・歌舞伎の時代的背景について考える。 
 

音楽理論 
 

音符・拍子・音程・楽語ほか 

 ・音楽をつかさどる要素について学習する。 

 ・音符のしくみについて理解する。 
後期テスト 
 

後期のまとめ 
 

 



 

芸術科 「美術Ⅰ」シラバス 
 
 

    目  標 
 【学習指導要領】 

 芸術の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし美術を愛好する心情を育て
るとともに、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばす。 

到達目標に向けての具

体的な取り組み【評価基

準を念頭に置いた指導

の上の留意点】 

・造形的な創造活動を通して、美的な表現能力や鑑賞能力を育て、創造の喜びを感
じさせる。 
・素描表現における選択の幅を広げるとともに、自己実現を目指し表現を追求して
いく主体的な態度を育てる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
月 
 
 
 

  
 
 
 単元／
章  
 
 
 

 
 
 
    学習項目   
 
 
 

 
 
 
       目標／学習活動 
 
 
 

 
４ 
 
 
５ 
 

  
絵画 
  
 
 

・身近なものを描く 

 
 
 

・参考作品の鑑賞 

・被写体の観察と場面構成 

・制作 

・自己評価、鑑賞 

 
５ 
 
６ 
 

 
 
彫刻 
 
 

・紙を使ったデザイ
ン（立体） 
 
 
 
 

・切り紙の技法の学習 
・折りの技法の学習 
・デッサンとデザイン 
・カッターの使い方 

・制作 
・自己評価、鑑賞 

 
 
７ 
 
 
９ 
 

 
 
デザイン 
 

・基礎学習と表現 
 
・切手のデザイン 
 
 

・構成要素の学習 
・色彩についての学習 
・技法についての学習 
・「切手」をテーマに表現 
（ポスターカラー、画用紙） 

・自己評価、鑑賞 

 
10 
11 
 

 
 
絵画  
 
 
 

 
・人物イラスト 
 
 
 
 

・輪郭とパーツの捉え方 
・明暗の把握とグラデーションによる表現 
・鉛筆での表現 
・自己評価、鑑賞 

 
11 
12 
 

 
版画 
 

 
・銅版版画の基礎技
 法の学習と表現 
 
 
 

・基礎技法の説明 
・下絵の制作 
・転写、ニードルでの描写 
・腐食、印刷 

・自己評価、鑑賞 

 
１ 
 
２ 
 

 
デザイン 
 
 
 
 

 
CDジャケットのデ
ザイン 
 
 
 

・曲のイメージと抽象的デザイン 
・レタリングの学習 
・彩色と仕上げ 
・プレゼンテーション 
・自己評価、鑑賞 

 



 

芸術科 「書道Ⅰ」シラバス 
 
 

    目  標 
 【学習指導要領】 

・書道の幅広い活動を通して書を愛好する心情を育てるとともに、感性を豊かにし、書写能力を高め、

表現と鑑賞の基礎的な能力を伸ばす。 
到達目標に向けての具

体的な取り組み【評価基

準を念頭に置いた指導

の上の留意点】 

・授業には意欲的、主体的に取り組む。 

・様々な古典の臨書から基本的な運筆、用筆法や用具用材の選び方、扱い方などを学ぶ。 

・初歩的な創作や作品鑑賞により感性を豊かにする。 

 

 
 
月 
 
 

 
 
 単元／章  
 
 

 
 
    学習項目   
 
 

 
 
       目標／学習活動 
 
 

４ 
 
 
５ 
 

書道入門 

 
 
 

篆刻 

ガイダンス 

硬筆練習 

双鉤填墨 
 

姓名印制作 

 

・授業に関する注意事項や書写と書道の違い、用具用材の扱い等を理解する。 

・一年間を通して実用的に美しい文字の練習をする。 

・教科書の中で、一番美しいと思う書を写し取る。 

 

・篆書で姓名印を作る。最古の文字を体感する。 

５ 
 
 

漢字仮名交じり

の書Ⅰ 
 

書写の復習 

 
 

・起筆の角度によって、雰囲気が変わることを体得する。 

６ 
 
 
 

７ 
 
 
 
 

漢字の書Ⅰ 

・隷書の学習 

 

・楷書の学習 

 
 

木簡の臨書 

曹全碑の臨書 

薦季直表の臨書 

牛橛造像記の臨書 

鄭羲下碑 

雁塔聖教序 

・最古に近い肉筆の筆勢と特徴を感じる。<見せる線> 

・新聞の題字にも使われる隷書の特徴を感じる。<波磔> 

・温かさ、優しさを表現する。 

・厳しさ、力強さを表現する。<露鋒・方筆> 

・粘り強さ、大らかさを表現する。<蔵鋒・円筆> 

・細さと強さを表現する。<太細> 

 

 
10 
 

漢字の書Ⅱ 

 
 
 
 

漢字の創作 

 

 

 

 

表装 
 

・イメージを線や字形に反映させるために、いくつかの 

実験を行う。<グループ活動と個人活動を織り交ぜる> 

・鑑賞会を適宜行い、見る力をつける。 

・創作プリントを作成し、創作の作戦を立てる。 

 

・完成した作品を自らの手で表装する。<学園祭に展示> 
 

11 
 

 

 

 

 

仮名の書Ⅰ 

 
 
 

いろは歌を練習 

<古典抜粋の臨書> 

 

蓬萊切の臨書 
 

・仮名独特の線の練習をする。 

・いろは歌を使って、平仮名の練習をする。 

 

・平安時代の和歌を臨書し、想いを馳せる。 

12 
 

行書の学習 

 

蘭亭序 

 

 

 

風信帖 
 

・行書の用筆と字形、特徴について 

・流れるような運筆と穏やかで変化の多い線の表現 

 

・重厚で粘りのある線の表現 

・｢風構え｣の美しさを追求する。 

１ 
 
２ 

漢字仮名交じり

書Ⅱ 
 

好きな言葉の創作 

 
 

・イメージを構成に反映させることを目指し、いくつかの実験を交えながら、

「世界にひとつだけの漢字仮名交じり書」を完成させ、一年の集大成とする。 

 



英語科「コミュニケーション英語 I」シラバス 
 
 

目  標【学習指導要領】 

英語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする

態度の育成を図り、情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりするコミュニケーショ

ン能力を養う。 

到達目標に向けての具体的な取

り組み【評価基準を念頭に置い

た指導の上の留意点】 

基礎文法事項をもとに比較的平易な英文が理解できる。基礎的な英会話や簡単な作文などの形

態で、理解した内容や自分の意見を発信することができる。 

 

月 単元／章 指導／学習項目 目標／学習活動 

４ 

 

 

５ 

1. Why Do  

You Study  

English? 

2. Washoku: 

Our Traditional

 Food 

Be動詞・一般動詞 基本動詞の復習をして、英語の語順に気づかせる。 

聞き返す表現 Pardon?を用いて、場面に合ったやりとりをすることができる。 

助動詞 助動詞(can/may/must)の基本的な用法を学び、適切に使えるようにする。 

人を誘う表現 Why don’t we～?を用いて、場面に合ったやりとりをすることができる。 

６ 

 

７ 

3.What Should 

I Do?  

4. My School,

 Your School 

進行形 進行形(be動詞＋動詞の～ing形)の用法を理解し、適切に使えるようにする。 

助言をする表現 Why not～?を用いて、場面に合ったやりとりをすることができる。 

不定詞 名詞・形容詞・副詞的用法を学び、適切に使えるようにする。 

許可を求める表現 Can I ～? を用いて、場面に合ったやりとりをすることができる。 

７ 

 

９ 

5. Peace, the 

Polar Bear 

Reading 1 

6. Flying 

Wheelchairs 

動名詞 主語・目的語・補語としての用法をそれぞれ学ぶ。 

依頼する表現 Could you～?を用いて、場面に合ったやりとりをすることができる。 

現在完了形 現在完了形(have[has]＋過去分詞)を学び、適切に使えるようにする。 

感謝を表す表現 Thank you for～.を用いて、場面に合ったやりとりをすることができる。 

10 

 

11 

7. Moving As 

One 

8.Convenience 

Stores: the 

Keys to Their  

Success 

受動態 受動態(be動詞＋過去分詞)の基本的な用法を学び、適切に使えるようにする。 

謝る表現 I'm sorry I～. などの表現を学び、自分の感情を伝えることができるようにする。 

現在分詞・過去分詞 形容詞用法としての現在分詞・過去分詞を学び、動詞との違いを認識する。 

心配する表現 What’s the matter ～?を用いて、場面に合ったやりとりをすることができる。  

12 

 

 

1 

9. Malala 

Yousafzai: 

Education 

Can Change 

the World 

10. Ando 

Momofuku: 

The Father of 

Instant 

Noodles 

比較 比較級を学び、ものごとを比較する表現ができるようにする。 

相手をほめる表現 I like your～.を用いて、場面に合ったやりとりをすることができる。 

関係代名詞 who/which/that などの主格の関係代名詞を理解し、使えるようにする。 

希望を伝える表現 I’d like to～.を用いて、場面に合ったやりとりをすることができる。 

1 

 

2 

Reading 2：

Hachiko 

話の流れの予測 能動的な読み方で、話の流れを予測し、結末を考えることができる。 

大筋をつかむ わからない単語や表現があっても、推測するなどして読み続けることができる。 

仮定法過去 仮定法過去(I wish～) の表現を学び、自分の願望を間接的に表現できるようにする。 

感想発表 読み取った内容について、感想を相手に伝えることができる。 

 



 

家庭科「家庭総合」シラバス 
 
 

目  標 
【学習指導要領】 

 

 人の一生と家族・家庭、子どもや高齢者とのかかわりと福祉、消費生活、衣食
住などに関する知識と技術を総合的に修得させ、家庭や地域の生活課題を主体的
に解決するとともに、生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。 

到達目標に向けての具体的

な取り組み【評価規準を念頭

に置いた指導の上の留意点】 

 生活に必要な金銭、生活時間、人間関係などの生活資源や、衣食住、保育、消
費などの生活活動にかかわる事柄を、人の一生を見通しながら総合的に習得させ
る。人とのかかわりや日々の生活の営みが、学習内容と深く結びついていること
を理解できるように工夫する。 

 

 
 

月 

 
 

単元／章 

 
 

学習項目 
 

 
 

目標／学習活動 

４ 
 
 
 
 
 
 
 
 

食べる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人間と食べ物 ・食生活の今を見つめる。 
・ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞによる食生活の変化を考える。 

食品と栄養 ・体に必要な栄養素を理解する。 
・炭水化物の働きとそれを多く含む食品を理解する。 
・脂質の働き・種類などを理解する。 
・たんぱく質の働きを理解する。 
・無機質の種類と働きを理解する。 
・ビタミンの種類と働きを理解する。 
・調味料や香辛料の働きを理解する。 
・健康食品の種類を理解する。 ５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食品の衛生と安全 ・食品の選択と保存を考える。 
・食中毒と食品衛生を考える。 
・食品の安全安心について理解する。 

食事をつくる ・食事計画を考える。 
・調理の基礎を理解し実習を行う。 

食生活の文化 ・日本の食文化を考え、行事食と郷土料理について理解す
る。 

食生活と環境 ・食生活の環境の変化を考える。 
・国際的な視野で食生活を考える。 

６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ 
 

共生社会
における
家庭や地
域 

 

共に生きる ・リスクへの備えを考える。 

社会保障・社会福祉のしくみ ・社会保障・社会福祉について理解する。 

福祉の活用と参加 ・福祉への参加について考える。 

ホームプロジェクトと学校家
庭クラブ 

・生活改善の方法を考える。 

 

キャリアを開く ・これからの社会を考える。 

着る 
 
 
 
 
 
 
 
 

人間と被服 ・被服の役割と変化を考える。 
・ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞによる衣服の変化と自分らしい着装について考
える。 

衣生活の自立と管理 ・衣服購入時に必要なことを理解する。 
・衣服素材の種類と特徴を理解する。 
・健康障害や事故について理解する。 
・洗濯方法や手入れの方法を理解する。 

被服をつくる ・衣服の構成を理解する。 

・個性の表現方法を考える。 

衣生活の文化 ・日本の衣生活の伝統文化を理解する。 
衣生活と環境 ・衣生活の環境への負荷を理解し、環境に配慮した衣生活

を考える。 

住まう 
 
 
 
 

人間と住まい ・住居の役割と変化を理解する。 
住まいと生活 ・ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞと住空間を理解する。 

・平面図の読み取りかたを理解する。 
安全で快適な住まい ・健康で快適な住環境を理解する。 

・安全な住環境を考える。 



 
 

住まいと社会 ・社会が求める住まい方を考える。 
・地域との関わりを考える。 
・東日本大震災の教訓を考える。 

生活をつ
くる 

 

家庭経済と生活設計 

 
・暮らしと経済について考える。 
・生涯の生活設計を考える。 

社会参加
する消費
者 
 

社会の変化と消費生活 ・多様化する販売方法、支払い方法について理解する。 

消費行動と意思決定 ・消費者としての意思決定を考える。 
・消費者情報の取捨選択ができるようになる。 
・情報社会における課題について考える。 10 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

消費者の権利と責任 ・消費者問題を考える。 
・消費者の権利について考える。 

環境保全
とライフ
スタイル 
 

持続可能な消費 ・経済のグローバル化について考える。 
・環境負荷低減を考える。 

持続可能な社会に向けたライ
フスタイル 

・環境に配慮したライフスタイルを考える。 

人の一生
と発達 
 
 

人の一生と発達課題を考える 
 

・自分が成長・発達する主体であることを自覚する。 

青年期の課題 ・青年期の特徴を理解する。 
・意思決定と社会の関わりを考える。 生活の自立と意思決定 

11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家族・家庭
と社会 
 
 
 
 
 

現代の家族と家庭の機能 ・家族について考える。 
・家族の機能の変化を考える。 
・現代の家族の特徴を考える。 

家族関係とあなたの人生 ・自分の人生と家族の関わりを考える。 
家庭生活を支える労働 ・労働について考える。 
家族と法律 ・家族に関する法律を理解する。 
これからの家族と家族支援 ・社会の変化と家族・家庭について考える。 

子どもの
発達と保
育・福祉 
 
 
 
 
 
 

子どもとかかわる ・子どもと大人の世界の違いを理解する。 
子どもの発達と生活 ・子どもの成長発達を理解する。 

・子どもの遊びを理解する。 
・子どもの生活を理解する。 
・家庭保育と集団保育を理解する。 

12 
 
 
 
 
 

1 

 

 

 

 

2 
 

親の役割と子育て支援 ・親の責任と役割を考える。 
・子育て支援を理解する。 

子どもの権利と福祉 ・児童虐待について考える。 
・子どもの権利と福祉を理解する。 

高齢の生
活と福祉 
 
 
 
 
 

高齢者とかかわる ・高齢者のイメージと実態を知る。 
高齢者の生活と課題 ・高齢期の暮らしと健康を理解する。 

・高齢期の経済実態を理解する。 
・高齢期の豊かな過ごしかたを考える。 

人間の尊厳とケア ・高齢者の尊厳とケアを考える。 
・日常生活の介護方法を理解する。 

高齢社会の課題と福祉 ・高齢社会の福祉を考える。 

 



 

家庭科 「生活産業基礎」シラバス 
 
 

目  標 
【学習指導要領】 

 

 衣食住，ヒューマンサービスなどに関する生活産業や関連する職業への関心を高め、
必要な知識と技術を進んで習得し活用する意欲と態度を育てる。 

到達目標に向けての具体

的な取り組み【評価規準を

念頭に置いた指導の上の

留意点】 

 生活産業に関する職業に関心をもち、生活産業に関わる職業人に必要な知識や技術を
進んで習得しようとする意欲と態度を身につけるようにする。具体的な事例を通して、
思考を深めたり、適切に判断したりできるようにする。 

 

 
 
月 
 

 
 

単元／章 
 

 
 

学習項目 
 

 
 

目標／学習活動 
 

4 
 
 
 
5 
 
 
 
 
 
 

 第1章 
「生活産
業基礎」を
学ぶに当
たって 
 
 
 
 
 
 
 

生活産業基礎を学
ぶ目的 

専門教科に入学してきた意義を知る。 

生活産業とは 
 
 

日頃の暮らしの中で生活に関わっている様々な職業について理解する。 

生活産業で働く人
に求められること 
 
 

専門的な技術をどのように身につけ、それをどのように生かして、社会
のために貢献しておられるのかを知る。 

生活産業のｽﾍﾟｼｬﾘｽ
ﾄへの道 

専門科目の学習と職業とのかかわりを学ぶ。 

6 
 
 
 
 
 
7 
 
 
 
 

 第2章 
社会の変
化と生活
産業 
 
 
 
 
 
 
 
 

生活と産業とのか
かわり 
 

日本標準産業の分類を学び、第1次産業、第2次産業、第3次産業と生活
のかかわりについて知る。 

社会の変化とﾗｲﾌｽﾀ
ｲﾙの変化 
 
 
 

日本経済の発展と、国民所得、主要耐久消費財の普及、合計特殊出生率
の変化、男女雇用機会均等法などを調査し、統計を分析し、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの
変化を理解する。 

 

産業構造の変化と
生活産業の発展 
 

産業構造の変化と、年齢別就業者の割合の推移を知り、生活産業の発展
について知る。 

 

9 
 
 
 
 
 

10 
 

 

 第3章 
生活産業
と職業 
 
 
 
 
 
 
 

食生活関連分野の
産業と職業 
食生活の変化と生
活産業のかかわり 

現代の食生活の課題について知り、食糧自給率、輸入食品の問題、健康
志向について、現状を理解する。 

 

食生活関連産業の
職業と資格 

食品製造業、外食産業、食品流通業について調査し、理解する。営業給
食にかかわる分野においては、専門職の話を聴く。 

衣生活関連分野の
産業と職業 
衣生活の変化と生
活産業とのかかわ
り 

ファッション産業の現状を知り、ｴｺﾛｼﾞｰ意識の高まりとﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ
の需要の多さを知る。 

11 
 
 
 
 
 

12 

  
 
 
 
 
 
 

衣生活関連産業の
職業と資格 

ｱﾊﾟﾚﾙ素材産業、ｱﾊﾟﾚﾙ産業、ﾌｧｯｼｮﾝ小売り産業、ｱﾊﾟﾚﾙ商品の企画や生
産の流れについて知り、日々身につける衣料品について知る。 

住生活関連産業の
産業と職業 
住生活の変化と生
活産業とのかかわ
り 

伝統的な日本の住居、現代の住居、これから求められている住居につい
て学び、住環境の質の高さが快適な毎日に繋がることを知る。 



 
 
 
 

 
 

1 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住生活関連産業の
職業と資格 
 

ｲﾝﾃﾘｱにかかわる職業を知り、一戸建てや集合住宅ができあがるにかか
わる職業を知る。 

ﾋｭｰﾏﾝｻｰﾋﾞｽ関連分
野の産業と職業 
社会の変化とﾋｭｰﾏﾝ
ｻｰﾋﾞｽ 

我が国の社会福祉、介護、子育てに求められるﾋｭｰﾏﾝｻｰﾋﾞｽについて理解
する。 

ﾋｭｰﾏﾝｻｰﾋﾞｽ関連産
業の職業と資格 
 

介護福祉、社会福祉、精神保健福祉士、幼稚園教諭、ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰ、の従
事者に求められる資質を知る。 

 
2 
 
 

 第4章   

職業生活
と自己実
現 
 

職業生活と生きが
い 

職業と自己実現について考える。 

将来の生活と学業 
 

将来設計と進路計画について考える。                         
 

 



 
 

家庭科「生活産業情報」シラバス 
 
 

目  標 
【学習指導要領】 

 

 生活産業における情報の意義や役割を理解させ、情報の処理に関する知識と技術を習
得させるとともに、生活産業の各分野で情報及び情報手段を主体的に活用する能力と態
度を育てる。 

到達目標に向けての具体的な

取り組み【評価規準を念頭に置

いた指導の上の留意点】 

  生活産業の情報化の進展に対応し、生活産業の各分野において情報モラルやセキュリ
ティ管理の重要性を理解させ、情報機器や情報通信ネットワークを活用する能力と態度
を育てる。 

 

 
 
月 
 
 

 
 

単元／章 
 
 

 
 

指導／学習項目 
 
 

 
 

指導／学習内容 
 
 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ  

 

 

情報化の進

展と生活産

業 

 

｢生活産業情報｣を

学ぶにあたって 

学習の意義や内容、学習方法や評価の方法、情報処理室の使い方など理解

する。 

情報化の進展と社

会 

情報通信ネットワークの普及により、生活や産業が変化していることを理

解する。 

生活産業における

情報化の進展 

生活産業における情報機器や情報通信ネットワークの役割や利用状況に

ついて理解させ、生活産業における情報機器や情報通信ネットワークの重

要性を認識する。 

 

７ 

 

 

９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

情報機器と

情報通信ネ

ットワーク 

 

 

情報機器の仕組み 

 

コンピュータの仕組みについて、ハードウェアやソフトウェアについて理

解させ基本操作ができるようにする。 

情報通信ネットワ

ークの仕組み 

インターネットや電子メール等の情報通信ネットワークの仕組みについ

て理解させ、基本操作ができるようにする。 

生活産業に

おける情報

及び情報手

段の活用 

 

日本語ワードプロ

セッサによる情報

の処理 

 

表計算ソフトによ

る情報処理 

日本語ワードプロセッサーの概要を理解し、『マイクロソフト社ワード』

を使ってその操作方法を習得し、活用できるようにする。 

 

 

表計算ソフトについて理解し、『マイクロソフト社エクセル』を使って基

本的操作ができる技術を身につける。さらに、データを分析活用する能力

を身につける。 

生活産業の各分野

における活用 

情報通信ネットワークを利用して、各ソフトウェアを活用し、生活産業に

関する情報の収集、処理、分析、発信ができるようにする。 

1 

 

 

２ 

情報モラル

とセキュリ

ティ 

情報モラル 個人のプライバシーや著作権などの侵害、収集した情報の管理、情報の発

信としての責任について理解させ、情報モラルを身に付ける。 

情報のセキュリテ

ィ管理 

ネットワークシステムを利用した情報の不正取得や改ざんなどのコンピ

ュータ犯罪とその対策としてのセキュリティ管理の重要性を理解する。 

 

 

 

 

 



 

家庭科「課題研究」シラバス 
 
 

目  標 
【学習指導要領】 

 生活産業の各分野に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、
専門的な知識と技術の深化、総合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創
造的な学習態度を育てる。 

到達目標に向けての具体的

な取り組み【評価規準を念

頭に置いた指導の上の留意

点】 

 

  生活産業の各分野に関する課題について、生徒自身が課題を発見するように指導
を工夫し、自由な発想で課題を設定する。課題の解決を図る学習については、課題
解決の方策を検討し、学習計画を立てて自主的に実践する学習活動を重視する。専
門的な知識と技術の定着を図り、実際の場面で応用発展し、変化の激しい社会にお
いて問題解決の能力や自発的な学習態度を育てる。 

 
 
 
月 
 

 
 

単元／章 
 

 
 

学習項目 
 

 
 

目標／学習活動 
 
 

４ 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 

課題設定 研究課題の設定 
 

・「家庭総合」、家庭に関する専門科目での学習を生活や生活産業と
関連付ける。 

・学習を深めたい分野、内容を決定し、研究課題を設定する。 
資料の収集方法、プレゼンテーションの方法などを理解する。 

研究課題の明確
化 

・書籍、インターネット等を活用し、課題についての資料を収集しま
とめる。 

・新聞記事、地域の情報等を活用し、課題と社会との関連を明確にす
る。 

・調査、実験、製作、見学、交流等の実践方法とそのまとめ方につい
て理解する。 

・研究の構想を発表する。 

６ 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
９ 

研究計画
作成 

実践内容の明確
化 
研究計画の作成 

・実践内容を明確にし、研究計画を作成する。 
 
・課題解決のための実践活動を計画（日程、費用等）する。 

研究実践 
 

実践活動 
 

・ものづくり、人とのかかわりなどを意識した実践活動に取り組む。 
・アンケート調査、市場調査、聞き取り調査などの実態調査をする。 
・実験、製作などに取り組む。 
・施設見学や体験をする。 
・実践活動を記録し、整理する。 
・研究実践の経過を発表する。 
・実験、製作などに取り組む。 
・施設見学や体験をする。 

10 

 

 
11 

 

 

12 
 

研究のま
とめ 
 

プレゼンテーシ
ョン原稿の作成 

・研究実践の記録をもとに、プレゼンテーションの設計をする。 
・実践を通して、気づいたこと、わかったこと、できるようになった
ことを明確にする。 

口頭試問 ・研究内容に関する質問に答える。 

発表の準備 ・内容を精選する。 
・プレゼンテーションシートの順序、文字の大きさや量などを検討す
る。 

・プレゼンテーションシート、発表原稿を整え、練習する。 

１ 

 
２ 

研究発表 
 
 

クラス内での発
表 

・冊子の原稿を作成する。 
・研究したことを発表する。 

生活文化科での
発表 

・研究したことを発表する。これからの生活に生かすようにする。 
 

 






